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１．はじめに 

セメント硬化体の細孔性状はコンクリートの耐久性に大きな影響をおよぼす。したがって，

セメント硬化体の細孔性状を過大あるいは過小評価せずに正しく測定をすることが重要なこ

ととなる。セメント硬化体の細孔空隙を測定するために広く採用されている水銀圧入式細孔

測定法は，セメント硬化体試料を乾燥させた上で試験を実施しなければならない。 
セメント硬化体中の水和物は乾燥によって結晶水の分子数は少なくなるなど変化すること

が指摘されている。特にエトリンガイトは乾燥によって変質しやすいセメント水和物である。

これまでエトリンガイトが多量に生成した初期材齢の超速硬セメント硬化体の空隙径分布に

ついて検討を行なっている。しかし,超速硬セメント硬化体の長期材齢のおける空隙径分布に
ついて検討をした例は少なく,データの蓄積が必要と考えられる。 
そこで本研究では,従来一般に広く用いられている D-ｄｒｙ法で乾燥した長期材齢の超速

硬セメント硬化体の水銀圧入式ポロシメータによる空隙径分布を普通ポルトランドセメント

硬化体と比較検討を行ったものである。 
２．実験方法 

（１）使用材料および配合 

セメントは T 社製の超速硬型のセメント（密度:3.016g/ｃｍ３ ，ブレーン比表面積：

4690cm2/g)を用いた．また，凝結遅延剤およびまた,「セメント協会の強さ試験用セメント標

準試料:ロット 401G」の普通ポルトランドセメント（密度:3.15g/ｃｍ３ ，比表面積：

3210cm2/g)を使用した。高性能減水剤を C×１％使用した。 

配合は，水セメント比 50%のセメントペーストである． 

（２）セメント硬化体測定用試料の作製方法 

 練混ぜは，「JIS R 5201 セメントの試験方法セメントペーストの練りまぜに準じて行った。

成型は，セメントペースト試料をプラス 

チック製型枠容器（195×105×28mm）に流し込み，厚さ 5mm の平板供試体を 5 枚ずつ作製し，

練混ぜ後の平板供試体を，20℃での環境で 3 時間の湿空養生を行った。 

湿空養生後に平板供試体の脱型を行ない，20℃の標準水中養（３時間，１日，３日，７日，

１４日，２１日および２８日）を行なった後，ダイヤモンドカッターを用いて 2.5mm～5mm

の大きさに切断した。 

（３）細孔測定用試料の乾燥法 

 試料の乾燥は，アセトンに２時間浸漬した後 D―ｄｒｙ法によって８時間乾燥した試料を

それぞれ水銀圧入式細孔測定に供した。 

（４）細孔空隙測定方法 

細孔測定法は M 社製の水銀圧入式ポロシメータを用いた。この装置は圧力レンジ 0.1～

400KPaマクロポア測定用ユニットと最大圧 4000MPaの細孔測定範囲 3.7nmの測定することが

出来る高圧測定ユニットを組み合わせたものである。 
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図-２ 材齢が各細孔径群の細孔容積に

およぼす影響（超速硬セメント） 
図-3 材齢が各細孔径群の細孔容積におよぼす

影響（普通ポルトランドセメント） 

 

 

 

３．実験結果および考察 

図－２は各材齢の超速硬セメントペースト硬化体をＤ－ｄｒｙ法によって 8 時間,乾燥し

た直後の細孔測定を行ない，それぞれ１～0.3μｍ、0.3～0.1μｍ、0.1～0.01μｍおよび 0．

01～0.0037μｍの細孔直径群に分割し,材齢に伴う細孔量の推移を示したものである。図－２

において１～0.3μｍの細孔径群は材齢の経過に伴い細孔量は減少する。材齢経過に伴うこの

細孔径群の減少した細孔量は 0.3～0.1μｍ、0.1～0.01μｍおよび 0．01～0.0037μｍのより

小さい細孔径群に移行する傾向が認められる。この傾向は図－３に示す普通ポルトランドセ

メントの材齢経過に伴う細孔径群の推移と同様の傾向を示しており,長期材齢の超速硬セメ

ント硬化体の空隙径分布は普通ポルトランドセメント硬化体と同様の傾向となることが認め

られた。 
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